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今
後
は
「
組
織
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
成
果
」
を
反
映
す
る
企
業
が
増
加―
―

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査

今
後
の
賃
金
制
度
の
見
直
し
で
は
、「
組

織
・
チ
ー
ム
の
成
果
」
を
賃
金
に
反
映
す
る

企
業
が
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
、

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
が
六
月
一
八
日
に
発
表
し

た
「
今
後
の
企
業
経
営
と
賃
金
の
あ
り
方
に

関
す
る
調
査
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
査
は
、
賃
金
体
系
や
賃
金
制
度
の
現
状
、

ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
見
直
し
を
予
定
し
て

い
る
か
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
目
的
で
企
業
を
対
象
に
実
施

し
た
。
調
査
は
昨
年
一
二
月
、
産
業
・
規
模

別
に
抽
出
し
た
全
国
の
従
業
員
数
五
〇
人
以

上
の
一
万
五
〇
〇
〇
社
を
対
象
に
郵
送
で
調

査
票
を
配
布
、
有
効
回
収
二
七
三
四
社
の

デ
ー
タ
を
集
計
し
た
。

賃
金
体
系
は
「
職
能
」「
職
責
」
重
視
へ

自
社
の
賃
金
体
系
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
過
去
」（
お
お
む
ね
五
年
前
）
に
つ
い
て

は
、「
個
人
属
性
重
視
型
」（
四
〇
・
五
％
）
が

も
っ
と
も
多
か
っ
た
が
、「
現
状
」
で
は
、「
職

能
重
視
型
」
が
も
っ
と
多
く
（
二
七
・
七
％
）、

以
下
、「
職
務
重
視
型
」（
一
九
・
一
％
）、「
個

人
属
性
重
視
型
」（
一
八
・
四
％
）
な
ど
の
順

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
今
後
」

（
お
お
む
ね
五
年
後
）
の
賃
金
体
系
に
つ
い

て
は
、「
職
能
重
視
型
」（
三
三
・
二
％
）が
も
っ

と
も
多
く
、
以
下
「
職
責
・
役
割
重
視
型
」

（
一
六
・
三
％
）、「
職
務
重
視
型
」（
一
四
・

七
％
）
な
ど
が
続
い
て
い
る
。

「
現
状
」
と
「
今
後
」
と
の
差
を
み
る
と
、

「
職
能
重
視
型
」が
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
増
、「
職

責
・
役
割
重
視
型
」
が
三
ポ
イ
ン
ト
増
と
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
職
務

重
視
型
」
は
四
・
四
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い

る
。
年
功
的
要
素
を
重
視
す
る
「
個
人
属
性

重
視
型
」
が
大
き
く
後
退
す

る
一
方
、「
職
責
・
役
割
」「
職

能
」
の
順
で
増
加
幅
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

ま
た
、
昇
給
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
各
社
の
賃
金
カ
ー
ブ
に
つ
い

て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
過
去
」（
お
お
む
ね
五

年
前
）、「
現
状
」
で
は
「
緩
や
か
上
昇
後
頭

打
ち
型
」（
そ
れ
ぞ
れ
四
四
・
六
％
、
三
六
・

〇
％
）
の
割
合
が
高
い
が
、「
今
後
」（
お
お
む

ね
五
年
後
）
に
つ
い
て
は
、「
早
期
立
ち
上
げ

高
年
層
下
降
型
」（
三
七
・
七
％
）
の
割
合
が

も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。

今
後
の
制
度
で
は
産
業
で
重
点
異
な
る

賃
金
制
度
に
つ
い
て
、「
今
ま
で
重
視
し
て

き
た
こ
と
」
と
あ
わ
せ
て
「
今
後
重
視
す
べ

き
と
考
え
て
い
る

こ
と
」
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
全
体
を

み
る
と
「
今
ま

で
」「
今
後
」
と
も

「
従
業
員
個
々
の

職
務
遂
行
能
力
を

評
価
し
、
賃
金
に

反
映
さ
せ
る
こ

と
」（
六
三
・
八
％
、

六
二
・
六
％
）
と

「
従
業
員
個
々
の

成
果
を
把
握
し
、

賃
金
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
」（
六
三
・

一
％
、
五
九
・

〇
％
）
が
高
い
割

合
と
な
っ
て
い
る
。

差
で
み
る
と
、「
組

織
・
チ
ー
ム
の
成

果
を
賃
金
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
」
だ

け
が
、「
今
ま
で
」

図１　賃金体系 (N=2,734、単位 =%)

図２　賃金カーブ (N=2,734、単位 =%)
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と
比
べ
「
今
後
」
の
方
が
高
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
（
一
九
・
四
％
、
三
二
・
四
％
）（
図

３
）。これ

を
産
業
別
に
み
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
業

に
顕
著
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。「
今
ま
で
」

と
「
今
後
」
と
も
に
「
従
業
員
個
々
の
職
務

遂
行
能
力
を
評
価
し
賃
金
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
」
が
高
い
割
合
で
の
回
答
と
な
っ
て
い
る

が
、「
金
融
・
保
険
業
」
と
「
不
動
産
業
」
に

つ
い
て
は
、「
今
ま
で
」
は
「
従
業
員
個
々
の

職
務
遂
行
能
力
を
評
価
し
賃
金
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
」を
重
視
し
て
き
た
も
の
の
、「
今
後
」

は
「
従
業
員
個
々
の
成
果
を
把
握
し
、
賃
金

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
」
を
重
視
す
べ
き
と
の

回
答
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
、「
卸
売
・

小
売
業
」
で
は
、「
今
ま
で
」
が
「
従
業
員
個
々

の
成
果
を
把
握
し
、
賃
金
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
」
を
重
視
し
て
き
た
と
回
答
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、「
今
後
」
は
「
従
業
員
個
々
の
職

務
遂
行
能
力
を
評
価
し
賃
金
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
」
を
重
視
す
べ
き
と
回
答
し
て
い
る
な

ど
、
産
業
に
よ
っ
て
重
点
の
置
き
方
に
差
異

が
み
ら
れ
る

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
制
度
見
直
し
と

今
後賃

金
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、「
二
〇
〇

〇
年
度
以
降
に
実
施
し
た
こ
と
」
と
「
今
後

実
施
予
定
の
こ
と
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
二

〇
〇
〇
年
度
以
降
に
実
施
し
た
こ
と
で
は
、

「
評
価
に
よ
る
昇
給（
査
定
昇
給
）の
導
入
」

「
評
価
（
人
事
考
課
）
に
よ
る
昇
進
・
昇
格

の
厳
格
化
」
を
あ
げ
る
割
合
が
と
も
に
高
く

約
四
割
（
そ
れ
ぞ
れ
三
九
・
二
％
、
三
八
・

七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
高
年
層
の

賃
金
カ
ー
ブ
の
抑
制
」（
三
三
・
六
％
）、「
二

五
〜
三
〇
歳
前
後
の
賃
金
水
準
の
引
き
上

げ
」（
三
〇
・
七
％
）
に
つ
い
て
も
二
〇
〇
〇

年
度
以
降
見
直
し
を
行
っ
た
と
回
答
し
て
い

る
企
業
が
三
割
を
超
え
て
い
る
。
今
後
実
施

予
定
の
こ
と
で
は
、「
評
価
（
人
事
考
課
）
に

よ
る
昇
進
・
昇
格
の
厳
格
化
」（
四
一
・
三
％
）

を
あ
げ
る
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で

「
評
価
に
よ
る
昇
給（
査
定
昇
給
）の
導
入
」

（
三
一
・
八
％
）、「
評
価
（
人
事
考
課
）
に

よ
る
降
格
・
降
級
の
実
施
」（
三
〇
・
二
％
）

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
）。

二
〇
〇
〇
年
度
以
降
に
行
っ
た
賃
金
制
度

の
見
直
し
で
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ

た
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
若
年
層
の
賃
金
が
上

が
り
、若
年
層
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
」（
二
六
・

四
％
）
を
あ
げ
る
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、

次
い
で
「
賃
金
制
度
の
年
功
的
運
用
を
改
め
、

総
額
人
件
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

（
二
五
・
一
％
）、「
個
々
の
労
働
者
ご
と
に

賃
金
決
定
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者

の
意
欲
が
高
ま
っ
た
」（
二
三
・
一
％
）
な
ど

の
割
合
が
高
か
っ
た
。

一
人
ひ
と
り
の
成
果
把
握
が
必
要

ま
た
、
今
後
の
賃
金
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、「
労
働

者
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
一
人
一
人
の
成

果
を
把
握
し
賃
金
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
」（
六
三
・
一
％
）
を
あ
げ
る
割
合
が
も
っ

と
も
高
く
、
以
下
「
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
労
働
者
の
職
業
能
力
の
引
き
上
げ
の
た
め
、

能
力
評
価
シ
ス
テ
ム
の
充
実
が
必
要
」（
四

〇
・
八
％
）、「
抜
擢
人
事
や
降
格
な
ど
臨
機

応
変
な
昇
進
・
昇
格
管
理
の
仕
組
み
が
必

要
」（
三
一
・
二
％
）、「
組
織
的
な
一
体
感
や

職
場
の
規
律
を
保
つ
た
め
に
、
会
社
全
体
へ

の
貢
献
を
重
視
し
た
賃
金
制
度
が
必
要
」（
二

七
・
七
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

図３　賃金制度のあり方をめぐって重視すること (N=2,734、3 つ以内の複
数回答、単位=%)

図４　賃金制度の見直し項目 (N=2,734、複数回答 )




